
組 織 行 動 研 究

閥o.20

編集後 記にか えて

 ●表出行動の研究材料 と して筆

跡の有利な点はいろいろある。

 通常，表出行動 は 厂話 し方」 や

「歩き方」，厂身振 り」「しぐさ」厂表

情 」な ど，動 いている ものが多 い。

それ らを 「写真」・「ヴ ィデオ」に

とることは 出来 るが，何時 も担い

で廻 るわけにはいかな い。 も し，

そ うしても 厂シ ャッター チ ャン

ス」を把え るのは非常に ムヅカシ

イ。又， カメラを意識すれば，不

自然にな る。

 その点，筆 跡は表出行動を記録

に とどめた殆ん ど唯一の もの とも

云え る。勿論， カメラを担 いで廻

る必要 もなければ ，不 自然 になる

こともない。 厂表出の跡」が そ こ

に残 され ているか らである。従 っ

て，その跡 を手 がか りに追跡 して

い くことが出来 る。丁度 ，シ ャー

ロック ホームズが足跡 から，体

格 ，性格 な どを類推す るのと同 じ

である。

 書字行動 の 「跡」であ るか ら，実

験室に来 てもら う必要 もない し，

厂過去 の筆跡」で もよい。又，プラ

イバシイの問題は措 くと して 厂他

人 の筆跡」で もよい。勿論，歴史

上 の人物で もよい。時間 ・空 間を

超えてデー タを収 集で きる。

 ●何 ケ月か前，歴 史関係の月刊

誌で坂 本竜馬 の特集 をやったこと

がある。その時，竜馬 の筆跡 か ら

性格 を類推 してほ しいと依頼 され

た。筆跡は如何に も竜馬 ら しい奔

放 な書 き方であ った。

 ●対照的な のが，2～3年 前の こ

とであろ うか。例の宮崎勤の投書

が新聞に載 った時の ことであ る。

アノ時は研究室に記者がやってき

た り，テ レビ カ メラが持込 まれ

た りで，一一二f一した騒 ぎに巻 き込 ま

れ た。

 それ は ともか く，宮崎勤 の筆跡

は相 当特異 な ものであった。 ご覧

に なった方 も多い と思 うが， まる

で ガ リ版を切 った よ うな強迫的な

書 き方であ り，仮 りに ワザ と書い

たに しても常人には とて も書けな

い よ うな筆跡であ った。而 も，あ

れ丈，克明に書 くのには どれ丈の

時間がかか ったのか。内容 ・行動

も含めて， 日常生活一 つ ま り，

人並 み の 仕事 を した 上 で一 ・一家

族 ・同僚 ・近所の人に も怪 しまれ

ずに生活す る こ とが可能 だ ろ う

か。可 能だ とした ら， どんな人間

か。 どんな状況な ら可能 なのか。

殆ん ど考 え られ ない と思ったこ と

を記憶 している。

 結果 は，御存知 の ように ，まさ

にその ようなことが可能 な環境に

恵 まれ た?!特 異 ナ 人物 で あ っ

た。

 “ナルポ ド1コ ンナ人間が生 き

てい るな ら確 かにあ りうる ワイ”

と思い，今更乍 ら，現代の都市生

活の恐 ろ しさ，親の過保護 ， しめ

つけのない ことの怖 ろ しさを思い

知 らされ た気 が した ものである。

 ●話は変わ るが，本文 にある よ

うな手続 きをへ て，「ひらが な」44

文字は い くつ かの クラスターに分

類 できた。それ らの各 クラス ター

の代表 と，独 自の形態印象を もつ

ものを考慮 して 「え」「ふ」「か」

「く」「ま」 「め」「り」「る」「た」

「ち」「や」 「よ」の12種 類をえ ら

んだ。

 併 し， この羅 列は覚 えに くい。

そ こで，大蔵 省の予算案 のひそみ

に傚 って 「ゴロ合わせ」を試みた 。

いろいろ試み た中の一つが 厂田町

振 り返 る役 目 よ」とい うのであ る。

併 し， これは 田町駅で降 りるKO

の人間には通 じて も一一般的 とは云

いがたい。そ こで，田町をひ っ く

りかえ して 厂ち またふ りかえるや

くめ よ」 とした次第である。

 忙 中閑有 か? 呵々。
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